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5. アカイエカの幼虫∴サナギに対する各種 ピレスロイ ドの効力について ビレスロイ ドの

生野試験に関する研究 第6稲 武馴 l蛾 (̂･朗府立公衆相生研究I197Bi動桝 王)49･12･16受FJl

各和ピレスロイドのアカイエカ幼虫.サナギに対すろ効力をテストした.幼虫に対しては(uramc･;.

thrinの 効力が最もすぐれ butethrin,phenothrinはpyrethrinsと岡等の効力があり.alZelhrin

は最も劣った･全般にビレスロイドの効力は diazinon,fenitrothion と同等もしくはすぐれたもaZJ･ :::I
が多かった. サナギと幼虫とのビレスロイドに対する感受性の差は, 有機))ン剤に比べてかなり小.

さいものと思われた.

ピレスロイドは他の有機合成殺虫剤に比べて人市に

対する相性がひくく.かつ分析されやすいことから,

環境汚淡をひきおこす怖れが少ないなどの利点が考え

られる.従米ピレスロイド系の殺虫剤は,主としてハ

エ･蚊の成虫駆除を目的としたエアゾール.蚊とり線

番などの用途にむけられていた.

位近ではピレスロイドの合成が著しく逃出し,これ

らの｢llには符生日出に対しすぐれた恕虫効架をあらわ

すかずかずの化合物が発表されている.このことは,

近い将来ハエ,蚊などの発生W!対苅を主眼とした.い

わゆる防疫用として適用和田を拡大できる可碓班をも̀

つに至っていろ.

木和では.アカイエカの幼虫,サナギに対する各班

ピレスロイドの効力を比較テストした純米,すぐれT:
効力をもついくつかの化合物が兄山されたので印告す

る.

この火映にあたり,アカイエカの飼仔に協力された

当室の伊J7紫却文代hM.-.火映に協力して下さった近畿

大学見学部の久田飛克nJ],小沢巾司,白上勝-,別所
a-･.山口敬,珊生I宗一,加藤雅環の各氏に感謝巾しあ
げる.

供試昆虫および実験方法

供試したアカイエカは.1971年奈良県御所市内の下

水満で採集した卵塊からEll発し,以後当研死重で累代

飼育中の御所系と称する系統である.有械t)ン剤やピ

レス｡イドに対しては非航抗性で.比較的均TIfJ:感受

性をもつ災田として.殺dl剤などのiL物砿暁の班郊系
統としてtlû している.

幼山は25oCllfJ後でLiLn'し.卵化後6-7ElHの4
令幼dlを火映にあてた.またサナギは蜘化耶2日目の

mlBL作をVt拭した.
眺.試したピレスロイドは次の11位T31で,実験用また
はエn川のIilミ体である.

allethrin 住友化学工業,a.i.content91%

d-tralZS-allethrin(bioallethrin)Rousse･Uclaf杜,

93%

butethrin 大lTi到来,90%

furamethrin 住友化学,81%

d-furamethrin r'L.'J.89.5,Oof

d-phenothrin r.a.97.7%

proparthrin ift一打学生弧 93,%

pyrethrins火口木除山弧 totalpyrethrins20.23

,00'を乃13-するエキス

resmethrin 班女化学.92.9,00'

d-resmethrjn閃.91.6,%
tctramethrin TIJd,85,Oof

また比帽のために他紙LT=イJ槻リン刑は,diazinon
(96.67%).fcnitrothion(99.7,06)および Ecnthion

(97.5%)である.

火映は WHOの蚊幼虫の拡抗性試験仏にttriじて行

なった.rB径 10cm.探さ8.5cmの 出化ビニール製

カップ (去つき)に諏滑水225mtをいれ, この巾に

所定の濃度に希釈した殺虫剤のエチルアルコール浴紋

1mtを滴下して政搾する.供試虫は別の容器に20匹

ずつとり,水を加えて25mJとし, これを前記のカッ

プの中に移しいれ.室温25oCに保った.効果の判tji:

は,幼虫では24時r何役のLfI死を判別したが,そのfLTrJに

蛸化した刑休は除外した.サナギのテストでは羽化を

完了するまで持って.完全羽化をしない個体を死亡と

みなした.

火映はlm庇について5-6回くりかえし,-薬剤

について数回反uした.

実 験 結 果

各種薬剤のアカイエカ幼虫に対する渋皮致死率回帰

直線を描いたのが図1である.図巾ピレスロイドは光

線で示し,有機リン剤は点線で示してある.
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rF-B棟に.アカイエカのサナギに対する濃度致死率回

榊Id線を図2に示す.

Finneyの図解法によって求めた各薬剤の幼虫とサ

ナギのLC,o帆 および allethrinに対する相対効力比

を出1に示す.

考 累

1. 助山に対するピレスロイドの効力

比 も孤B:な効力が認められたのは furamethrinで,

(+)-isomerである d-furamethrinは allethrinの

19fEfの効力を示している.Pyrethrinsの効力は,こ

れらの化合物中のはば中央の位置にあり,a-pheno-

thrin.butethrinの効力もそれとほぼ同じ系列にある.

これらのビレスロイドでは allethrinは最 も効力が小

さい.
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注目されるのはピレスロイドの光学活性化により効

力が増強されることで.表1に示したごとく,アカイ

エカの幼虫に対し furametbrin,resmethrinの(+)-

Cfs,tra〝S体は (j=)-Gis,transの混合物に比べて

それぞれ2.2,3.0倍の効力をもち,また allethrinの

(+)-Lrans体は (±)-cl'S,tranS混合物の1.9倍の効

力をもっている.

ピレスロイドの光学異性体の効力については多くの

検討が行なわれ,今日ではかなり明確にされている1･12).

いずれの化合物でも菊敵側の光学異性体の(+)休の穀

虫力がすぐれ,(-)体はほとんど無効にちかいといわ

れる.Nishizawanによれば.ピレスロイドのイエバ

エに対する致死効力は, (+)-tyans体は (土)-cJ'S,

transの混合物に比べてはば2倍の効力を示すという.

アカイエカ幼虫の場合もイエバエと同様であるが,と

d-Res.Prop.Phen. d･AJJ.Res.Tefrcl.

0･6 0･8 1･0 1･2 1･4 1.6 J.8 2.0 2.2

ppm(x1000日nlogcJrithms

Fig.1. Concentration･mortalityregressionlinesofCutexL?Z'〆ensJ)aLtens
larvaeexposedtopyrethroidsandorganopl10Sphoruscompounds.
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Fig･2･ Concentration･mortalityregressionlinesofCuterbz'〆enspatlens
pupaeexposedtopyrethroids.

くに resrnethrinとphenothrinでは (+)-cl'S体の

方が (+)-trans体よりも活性が商いという報告があ

り1), このことは昆虫の種に対して特異性を示すとい

う点で興味ぶかい.

ビレスロイドのアカイエカ幼虫に対する効力につい

ては枯らl),田本ら1),巾西ら7),大神ら9).鵜野らlO),
安1押 3)等によって印i!-iされ. これらの成約からLC"

のtLrlを比校してみると,P,:肴によりかなりユt!なった放

Llf(が和られている. たとえば.allethr;nの LCB.は

0.050-0.218ppm,Pyrcthrinsでは0.021-0.093ppm

で.それぞれ約4倍のひらさがみられる.このことは

アカイエカの殺虫剤感受u･'.が系統によってかなり異な

ることが考えられるので,イエバエにおいてこれまで

しばしば諭試されたように.アカイエカにおいても標

準系統の設定について検討する必要があると思われる.

Diazinon,lenitrothion,lenthionのアカイエカ幼

虫に対する効力を,ビレスロイドのそれと比較すると.

allethrinを除く他のピレスロイドはすべて dhzinon

よりもすぐれ.renitrothionと比べても7打切のピレ

スロイドがすぐれている.FentMonには及ばないが,

d-furamethrinはそれと同等の効力が糊持される.

2. サナギに対すろピレスロイドの効力

滋1に示したように,サナギに対すろピレスロイド

の効力は,幼虫のそれと比べて効力の噸位は必ずしも

平行的でない.サナギのLC｡0位と幼虫のそれとの比

をみると,最小1.3から最大6.8までの差がみられろ.

即ち d-trams-allethrinや resmethrinでは幼虫とサ

ナギ問の感受性のちがいは小さく,butetbrinではそ
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Table1. LC50Values,inppm,oflarvaeandpupaeofCuLex〆〆enspaltens
to pyrethroidsand organophosphoruscompounds.

れが大きい. このような差が何によっているのかは不

明だが,15機リン剤について同じような相5%･を検討し

た水谷ら8)によると.そのひらさは6-72倍というこ

とである.これほどレスロイドに比べて非7拝に大きい

ちがいである.

3. 綜合的な評価

この火映を3nじて,ピレスロイドのアカイエカ幼虫

に対する効架は,一般に有機.)ン剤に匹敵するものが

多く.しかも幼虫とサナギとでは感受性の差が比較的

小さいことがわかった.実際の駆除にあたって,アカ

イエカの発生桁には各令期の幼虫とサナギとが況在す

ると考えられるから,このような点でも有利なことが

伺える.

瓜近わが凹では殺虫剤に対する抵抗性の発達が問題

になり,とくにイエバエでは有機リン剤に対して抵抗

性のiJiBlが各地から発見されている3). ァカイエカに

おいてもイi機リン剤に multiple-resistantの幼虫が

発見されて注目されIl).成近では尼崎市のアカイエカ

幼虫は,各地城のものが baytexに強いといわれる6).

このような強い抵抗性をもったアカイエカでも.ピレ

スロイド系に対しては交差抵抗性は全く認められなか

ったということであり13),延抗性対策という立切から

もどレスロイドは検討されてよいと考えられる.
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Summary

ComparativeeffectofpyretllrOidstolarvaeand

pupaeofCulexpi〆ensL)allcnswasstudiedusing

dippingmethod. ThemosquitoesoEGoscstrah

wererearedand maintainedfrom egg･batches

collected inGoseCity,NaraPrefecture,1971.

Someorganophosphorus compoundswere also

tested forcomparison, Thefollowing results

wereobtained.

1. Theeffectoiluramethrinto4thinstar
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larvaewasthemostelrectiveamong llpyr･ fenitrothion.

cthroids,d-rcsmcthrinandproparthrinwerethe 3. Theeffectofd-1uramethrintopupaewas

next.and allcthrinwasinferiortotheabove mosteffective.andthedescendingorderwasas

chemicals･ follows:a-resmethrin,furamethrin,proparthrin,

2･ TheeffectolpyrethroidstolarvaewtlS a-phcnothrin,resmethrin,a-tyans-allethrin,pyr･

cfrectiveasmuch asormore than that of ctllrins.tctramethrin,butethrin,allethrin.

organophosphorus compounds,i.C., diazinon,

抄 録

ネッタイイエカ幼虫の過密因子:単離と化学構造

Overc10Wding FactorsorMosquitoLarvae:

IsolationandChemicalIdentification.T.Ikeshoji

andM.S.Mulla,EnvJ'ronmentatEntomot.,3,482

(1974).

ネッタイイエカ CuLcx〆Piensquinguefaciatus

sayの幼虫を過密状頂で飼育すると,"過密因子"

(overcrowdingfactor)と名付けられる物質を分泌し

て.幼虫の生育を阻E!JfL,個体群密度の調節を行なっ

ていることはすでに報告した.

まず過密因子の検索は,約11容の瓶に2000頭の3-

4令幼虫を300mtの水巾で3-5日鋼符し.幼虫を炉別

級.100mJェーテルで3回抽出したものを過密因子の

1即位とする.生物試験は,50頭の1令幼虫を200mL

の水で飼fJ<し,試料をエタノールに折節して加え.蛸

化までの累も1死亡数から死亡率を求めて活性を比校す

る.1即位の粗抽出物は89%の死亡率を示した.

過密因子の単離は50万頭の幼虫の過密飼育で得られ

る水のエーテル抽出,シリカゲルクロマトグラフィ,分

取ガスクロ?.トグラフィの栢矧こよって･10-15mg
ずつの活性画分AとBを得た.この両分の活性はそれ

ぞれLC60で0.4および2.4ppm,LClSで2.5および

14.6ppmであった.弼布のTI爪分Ufでは淡化水井;が

主成分であろことを示すと同時に.Aではm/e88の.
Bではm/e74のピークのTJ･Vl;から,それぞれ2-cthyl-

および2-methy1-の良机のカルボン鵬の氾'/仁を抑起し

た.さらにガスクロマトグラフィで耶昏望することによ

り,A.Bともに2成分からなり,GC-MS分析の続

架から,それぞれ n-heptadecane,7-methyloctade･

cane,〝一〇Ctadecane.および 8-methylnonadecane

と同定した.

〃-Octadecaneおよびlつのメチル仰幻をもつ近縁

の炭化水諺…のLCEOは10および1.5-2.0ppmである.

このことは上記A阿分のLCco(0.4ppm)と比較して,

Aに混在する2-エチルー胴肪慨がIrL変な役割を果して

いるものと排糾される.そこで入手容易な3-メチル-

オクタデカン慨を0.3ppm岱加してみると,上記の炭

化水素の活性は放く桝火する純米をみた.

(荷稲正三)

ネッタイイエカ幼虫の過密因子 :側鎖をもつ脂肪酸

類の活性

OvercrowdingFactorsofMosquitoLarvae:

ActivityorBranclledFatty Acids against

MosquitoLarvae.T.lkeshojiandM.S.lMulla:

EnvironmentalEntomot.,3,487(1974).

前報で明かなように,ネッタイイエカ幼虫の過密因

子として確認された4柾の炭化水邦.の幼虫に対する殺

虫性が粗地山物と比恨して拓くないのは.他に微_Gt成

分として21アルキル『三択脂肪概籾の-ll:I/[=によろものと

･巧えられる.そこで.アルキル帥机の位円や群別の買ミ
i'W,WVl･:に及ぼす雌で苛を知るために,43印の脂肪酸の
ネックイイエカ1分幼虫に対すろ殺虫帖を比較した.

そのS･.fl目礼 2-cthy1-,3-methyl-,お よび 2,31

dimcthy1-octadecanoicacidの3程が最 も強い活性

を示し,LC60の旧は0.4-0.6ppmであった.

3-Methyトoctadecanoicacidの0.4ppm溶液を幼

虫生育期間のある時期だけに施用するという実験の結

果は.3回の脱皮の直後に最も効力を示すことが判明
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